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外国語による言語活動を導入したスポーツ演習科目の試み
－大学における外国人留学生が日本語を介して学習する 
「柔道・JUDO」の授業計画案－
An examination into the use of foreign language exercises in Sports subjects.
-To make a university syllabus of the practice of utilizing Japanese 
linguistic immersion to deepen exchange student's understanding of Judo-
永木　耕介 1）
Kosuke Nagaki
［要旨］
　日本発祥で世界に普及している「柔道・JUDO」は、「Ippon（一本）」や「Hajime（はじめ）」、技名も日
本語で表現される。したがって、英語圏の人々であれば英語というフィルターを通して「柔道・JUDO」を
捉えるだけではなく、日本語による真の意味を知ることでより「柔道・JUDO」に対する理解は深まると考
えられる。そこで本研究は、日本の大学における外国人留学生を対象とした「柔道・JUDO」の授業（実技
を伴う）に、日本語による言語活動を導入した演習の計画・立案するものである。今後、理論面では、
CLIL( 内容言語統合型学習 ) やイマージョンプログラム (Immersion Program) の視点による「外国人力士」
の研究等を参考とし、実践面では、すでに「英語と JUDO」をセットにした学習を行っている西オースト
ラリア大学（UWA）と協働して研究を進める予定である。将来的には、「柔道・JUDO」に限らず例えば「日
本人学生・生徒によるサッカー授業に英語を採り入れる」等、「言語活動・表現力の充実」を目標とする日
本の学校体育授業への応用・発展を目指す。
　キーワード：外国語による言語活動、体育授業計画、「柔道・JUDO」
1. 背景と目的
　本研究は、大学におけるスポーツ演習科目の計
画・立案に関するものであり、いわゆる「授業研究」
に位置づけられるが、将来的には本研究をベース
に工夫・改善を重ね、中学校あるいは高等学校の
体育授業への導入を期すものである。
　平成 29 年 3 月に公示された新・学習指導要領（中
学校）では、現行の学習指導要領（平成 20 年 9 月
公示～）に引き続き、すべての教科に「言語活動
の充実」が掲げられ、さらに学習内容として、「判
断力・思考力」に加えて「表現力」が新たに求め
られている。また、これまで独立して扱われてい
た「技能」が「知識及び技能」へと改訂された。
これらのことから、従前のように単に「できる（技
能）」だけでなく、これからは「わかって（知識）
＋できる（技能）」ことが重要であり、さらに、そ
の「わかったこと（知識）」を他者へ伝え、説明で
きる「表現力」が求められているものと解釈できる。
このことを「体育」の学習に照らせば、他者に対
するアカウンタブル（説明可能）な「知識として
のスポーツへの理解」の獲得が、一つの重要な学
習内容と目標になってくるといえる。
　日本の場合、学校における授業は「外国語（英語）
科」以外、すべて日本語を用いて行われるため、
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授業で学習した内容を外国語に置き換えて表現し
たり、捉え直したりする力はまったくといってよ
いほど育たない。体育の学習で取り扱う運動教材
の中心は（広義の）「スポーツ」であるが、「スポー
ツ」の多くはオリンピックやワールドカップを持
ち出すまでもなく、もはやグローバルな存在であ
る。また、歴史的にみれば、周知のようにスポー
ツの多くがイギリス・アメリカを発祥とし、ルー
ルや精神に至るまで彼らの文化性が埋め込まれて
いる。そこで、「スポーツへの理解」をより一層深
めるためには、日本語によるだけでなく、今やグ
ローバル言語であり、かつ英米文化の表象たる「英
語」による理解が必要であると考えられる。一例
を挙げれば、日本では「“スポーツマンシップ”に
則り正々堂々と戦うことを誓います」というフレー
ズをよく耳にするが、そもそも“Sport(s)manship”
とは如何なるものであるのかを説明できる日本人
は少ないと思われる注 1）。一方、日本発祥で世界に
普及している「柔道・JUDO」は、「Ippon（一本）」
や「Hajime（はじめ）」、あるいは「Seoi-nage（背
負い投げ）」等々の技名も日本語で表現される。し
たがって、英語圏の人々であれば英語というフィ
ルターを通して「柔道・JUDO」を捉えるだけでは
なく、日本語による真の意味を知ることでより「柔
道・JUDO」に対する理解は深まるであろう。例え
ば「Ippon（一本）」とはどういう意味か？、さら
に日本人は柔道をはじめとする武道だけではなく
日常生活のどういう状況でその言葉を使うのか？、
等々にまで広げて知ることができればより一層深
い知識となるであろう。
　このように、学習者は個々人の母語によるだけ
でなく、当該スポーツが育ってきた文化の表象た
る言語を介してそのスポーツをより深く理解する
ことができると考えられる。そして、「外国語によ
る言語活動」を用いて「スポーツを理解する」こ
とは、少し広い視野から捉えれば「異文化理解教育」
へとむすびついていく。また、学習成果の一つと
して、当然ながら外国語への理解も深まるため、「体
育と外国語」による「教科横断型の学習」という
意義も付与できる。
　ここでは、表題にも掲げたように、日本の大学
における外国人留学生を対象とした「柔道・
JUDO」の授業（もちろん実技を伴う）に、日本語
による言語活動を導入した演習の計画を立案する。
授業全体はグローバル言語としての「英語」で進
めるが、随所で彼ら留学生にとって外国語である
「日本語」を導入し、先述のように「柔道・JUDO」
に対する理解をより深めてもらうことがねらいと
なる。そのためには、日本語の何（どんなワード・
概念）をどの程度選び、どのように教えることが
必要であるのか、つまり、効果的な学習内容（プ
ログラム）と方法が求められることになるが、そ
れらは実践を重ねるごとに改善されていくべきも
のであるので、ここではひとまず暫定的な実施計
画を提示することとしたい。
　なお、実践と検証の場は、法政大学において
2018 年秋学期からスタートする IGESS（Institute 
for Global Economics and Social Sciences）における
筆者担当の授業科目「JUDO」を予定している。
2. 教材について
　以下で、「柔道・JUDO」を教材として採り上げ
る意義・理由について述べる。
2.1　「柔道・JUDO」の普及・発展の経緯
　江戸期来の柔術を修行した教育者・嘉納治五郎
（1860-1938 年、以下、嘉納）によって 1882（明治
15）年に興された「日本傳
でん
講道館柔道」（以下、柔
道）は、その後、官主導の国家的武術総合団体で
ある「大日本武徳会」（1895・明治 28 年設立）に
も参加し、学校の課外活動、警察、軍隊等に広く
普及していった。学校体育の正課としては、1911（明
治 44）年に選択教材として採用され、1931（昭和 6）
年に中学校で必修、1941（昭和 16）年に国民学校（小
学校）で必修となった。海外へは、主に大正期以降、
国際オリンピック委員でもあった嘉納が、すでに
欧米中心に伝播していた柔術をもとに柔道を普及
させていった注 2）。嘉納は 1930（昭和 5）年頃には
「柔道世界連盟」の設立を構想し、一方で 1940（昭
和 15）年に開催予定であった第 12 回オリンピッ
－ 42 －
ク大会の東京への招致に尽力した。結果、1936・
昭和 11 年に当大会の東京招致に成功し、準備が進
められたが、嘉納が没した約 2 ヶ月後の 1938・昭
和 13 年 7 月、日中戦争悪化を理由に日本は当大会
を返上した（ゆえに“幻の東京オリンピック”と
呼ばれる）。また、同じく大戦の影響により「柔道
世界連盟」が生まれることもなかった。
　そして、1945（昭和 20）年の終戦直後から学校
における武道（柔道、剣道、弓道、等々）は GHQ
（連合国軍総司令部）占領の下で全面禁止となった
が、柔道は 5 年後の 1950（昭和 25）年に他の武道
種目に先駆けて復活した（弓道、剣道は遅れて復
活）。ただし、「武道」という領域自体はその後も
しばらく学習指導要領に存在せず、柔道・剣道・
弓道等は個々に「格技スポーツ」領域の選択種目
として扱われた。しかし、1989（平成元）年の学
習指導要領から「武道」領域が復活し、2008（平
成 20）年からは中学校 1・2 年生で必修となり、
中でも柔道は主要教材として扱われている注 3）。
　一方、1950（昭和 25）年、ヨーロッパを中心に
17 カ国が参加して国際柔道連盟が結成され（日本
は翌年に参加）、1964（昭和 39）年の東京オリンピッ
クで柔道競技が採用されたのを機に急速に加盟数
が増加し、今日では約 200 の国と地域が加盟して
いる。特にヨーロッパ各国において盛行であり、
例えばフランスの柔道実施者数は日本をかなり上
回っているのが現状である。
　柔道の普及と発展の概略は以上であるが、その
本質的な特徴は、嘉納という教育・体育・スポー
ツの世界における特別な人物の存在と、西洋スポー
ツとの邂逅と交配によって発展してきたという点
にあろう。柔道は、グローバル化の過程において、
“スポーツ”に組み込まれることと、日本文化とし
ての側面をどう保持するかという「せめぎ合い」
の歴史を持つが、そのような二面性は、外国語と
の接点を持ちやすいという利点にもなっている注 4）。
2.2　「柔道」と「外国語（英語）」
　先述のように、柔道の創始者であり、アジア初
の国際オリンピック委員を務めた嘉納は、欧米の
事情をより深く知るために英語をはじめとする外
国語を重視した。特に英語については、自身が、
若年の頃から終生に至るまで日記を綴っていたほ
どである。そして、教育者としても、語学に堪能
で国際的に活躍する人物を多く育成・輩出した。
一例を挙げれば、東京帝国大学を卒業し、フランス・
イタリア大使、国際連盟事務次長、そして日本人
として 3 人目の国際オリンピック委員を務めた杉
村陽太郎（1889-1939 年）がいる。杉村は、嘉納
が営んだ「嘉納塾」の出身であり、そこでは日 「々柔
道」と「言語活動」が実践されていた注 5）。嘉納は、
真の国際人になるためには、日本的な身体文化と
しての「柔道」と、外国語（特にグローバルな言
語となりつつあった「英語」）を身に付けることが
重要であると認識していたのである。唐突ではあ
るが、嘉納の思想には、5 千円札の“顔”にもなっ
た「新渡戸稲造（1862-1933 年）」との共通性がみ
られる注 6）。アメリカ留学中に『Bushido － The 
Soul of Japan』を著し、それが世界中で翻訳されて
有名になった新渡戸と、近世の武術を近代に蘇ら
せて世界へ普及させようという嘉納は共に、日本
をしっかりと見据えたうえに展開するインターナ
ショナリズムを持っていた。嘉納と新渡戸は知己
の間柄であったが、新渡戸と同郷（岩手県盛岡）
の出である杉村はさらに二人を強く結びつける存
在であった。国際連盟の初代事務次長を務めた新
渡戸（1920-1926 年の間）は、その後を継いで杉
村が同職に就いたことを大変喜んだという注 7）。
　以上をみれば、今日、日本においてますます求
められている「グローバル人材の養成」という課
題は、（量的にはともかく質的には）すでに戦前に
達成されていたのであり、そこでの教育のあり方
を今一度参考にしてもよいのではないかと思われ
る。ただし、学習理論としては、次に触れるように、
今日において格段と進歩していることはいうまで
もない。
3. 先行研究・事例と今後の研究について
3.1　理論背景
　本研究では、言語教育に関する種々の理論と方
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法 を 参 考 と す る。 例 え ば CLIL（Content and 
Language Integrated Learning：内容言語統合型学
習）や MI（Multiple Intelligences：多重知能）、バ
イリンガル教育等々である。これら言語教育に関
する理論・方法を「体育」に応用した研究は未だ
少ない注 8）。研究対象や実践例の多くは「理科」「歴
史」等、「体育」以外の教科である注 9）。また、イマー
ジョンプログラム（Immersion Program）の理論に
よる「外国人力士」の研究は、常に「生の日本語」
に浸ることが日本語力を向上させているという点
で本研究にとっても興味深い。そこでは、体験に
よって引き起こされる気づきや問題点を表現する
ことが言語力の向上につながることも示唆されて
いる注 10）。今後、これらの研究をより精査し、本
研究へ活かしていく。
3.2　西オーストラリア大学（UWA）の事例
　西オーストラリア大学（UWA ： University of 
Western Australia） で は、“Judo Club” と“CELT
（Centre for English Language Teaching）”が協力し、
留学生が「英語」と「JUDO」を同時並行的に学習
するプログラムを有している。以下、プログラム
要項から抜粋してみよう（https://www.aswho.com/
school/submit/per15：2018.1.31 現在）。
English plus Judo 
　Study English at UWA CELT and learn Judo 
at the UWA Judo Club with internationally 
ranked coaches.
　Learn Judo: improve your fitness, make 
friends and speak English UWA CELT 
students can join Judo classes at the 
University’s club. The UWA Judo club is 
next to the UWA Centre for English 
language teaching.
　
　The UWA Judo Club was established in 
1988 under the UWA Martial Arts Club. In 
2008, UWA Judo became a separate club 
catering for students and the community 
interested in the Olympic Sport of Judo 
and other grappling and submission sports.
All levels welcome 
　The UWA Judo Club offers classes for all 
ages and skill levels. 
Learn and train with the best
　UWA’s Judo coaches have international 
experience and expertise. You will train 
and learn from international olympic and 
national champions.
　留学生はアジア人が多く、日本人ももちろん対
象である。UWA の当プログラムをプロデュースし
ている S.D. 氏（UWA Judo Club：チーフマネジャー）
とはすでに接触済みである。現地からの情報によ
ると、2017 年度現在、日本の 4 大学から 10 人の
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留学生が当プログラムを受講しているという。彼
は私に次のように語った。
　“The UWA Judo designed this idea.  Our dojo is 
very close to the UWACELT. It started that we have 
provided our exchange coaches from （Japan）K.
University with UWACELT English courses, as part 
of their program here.   We realised that many 
International Students come to Perth to study 
English, so why not try to encourage International 
Judoka who are looking to stay English overseas, why 
not come to Perth, play Judo and make friends while 
learning English.  The UWACELT were very pleased 
with and supportive of this idea. We at UWA Judo 
need lots of good Judoka to train with, so it works 
well for both.  The Japanese Judoka, make many good 
friend through Judo and practice English all the time 
with UWA Judoka.  With Judo,  you are Welcomed into 
a Judo as, little family, so easy to feel comfortable 
quickly in new place.”
　要訳すれば、「日本人留学生はオーストラリアに
来て英語を学びたいはずであり、一方で我々の柔
道クラブは日本人柔道家を望んでいる。結びつけ
れば互いに良い方向へ向かう。そのように考えて
当プログラムを計画した」、また、注目すべきは、「柔
道トレーニングを通してよき友人をつくり、小さ
な家族のような付き合いになり、また、現地の居
心地もよくなる。そして四六時中、オーストラリ
ア柔道家と英語も学習できる」という点である。
その着眼点は、先に挙げた「外国人力士はなぜ日
本語がうまいのか」と同様、イマージョンプログ
ラム (Immersion Program) の理論と合致している。
　先述のように、筆者が行おうとするのは、日本
の大学における留学生に対して「日本語」を導入
することでより「柔道・JUDO」に対する理解を深
めてもらうことであり、このケースとは異なる。
しかしながら、母語の異なる者同士が互いに「柔道・
JUDO」をより深く理解し共有するために、必要な
キーワードや表現法を抽出・選定して英語と日本
語の対訳を完成するという作業や、「柔道・JUDO」
を通した言語力向上の実際の効果を明らかにする
等については、UWA と協働しながら研究を進める
ことができると考える。今後、連携を強め、「柔道・
JUDO と外国語のセット」による学習効果を探っ
ていきたい。
4. Syllabus
　 最 後 に、 筆 者 が 本 学 の IGESS（Institute for 
Global Economics and Social Sciences）において実
施する予定の授業計画（Syllabus）を提示する。
演習科目名「JUDO」
授業のテーマ及び到達目標
テーマ「柔道－日本文化としての特性を学ぶ－」
Judo - Learning the characteristics of 
Japanese culture
　主に外国人留学生を対象に、「柔道」の技能及
び言語活動の演習を通して、日本文化としての価
値ある側面への知識・理解を深めることを目標と
する。
　The purpose of this class is to deepen 
the exchange students' understanding of 
the characteristics of Japanese culture 
through the practice of Judo techniques and 
linguistic.
授業の概要
　本授業は、高い技能レベルを求めず、「JUDO・
柔道」の文化的なカタチ、スタイルの学習を主と
する。ただし、エクササイズとしてある程度の運
動量がある。基本は英語で進めるが、「JUDO・柔道」
の重要な概念・ワードについては（英語のみなら
ず）日本語で理解し、説明できるようになること
を求める。
　This class does not require a high skill 
level as it is mainly about learning the 
cultural style of Judo.　However, some 
exercise is required. The class will 
be primarily conducted in English, but 
sometimes explaining certain Judo concepts 
will require Japanese.
授業計画（100 分× 14 回）
1回 オリエンテーション
orientation
柔道とは？　歴史　現状　　嘉納治五郎
　教育的価値　体育・勝負・修心
What is Judo ?  History and Now 
Jigoro Kano About educational values
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2 回 礼法等　礼法、着衣、諸注意
manners forms of proper respect, 
about Judo clothes, safety 
precautions
3 回 体ほぐし①　ストレッチ　2人組　相手
の体に固さ・柔らかさに気づいたか？
loosening up ①  stretching in pairs 
awareness of partner's body?
4 回 体ほぐし②　ぺあワーク　相手の力を感
じたか？
loosening up ②　pair work feeling 
your partner's strength?
5 回 受身　後受身、横受身、前回り受身　受
身ではどこを護るのか？
breaking your fall backwards, 
sideways, forward  What parts of the 
body should be protected ?
6 回 投技①　足技（支え釣り込み足、小内刈
り、大外刈り）崩し・体さばき、力の出
し方・入れ方
throwing techniques ①　foot and leg 
techniques  breaking balance, body 
shifting, power control
7 回 投技②　腰技（大腰、払腰、釣り込み
腰）　崩し・体さばき、力の出し方・
入れ方 throwing techniques ②　hip 
techniques  breaking balance, body 
shifting, power control
8 回 投技③　手技（背負い投げ）　崩し・体
さばき、力の出し方・入れ方
throwing techniques ③　hand 
techniques  breaking balance, body 
shifting, power control
9 回 投技④　「形」としての技能評価、技名
と施技ポイントについて英語と日本語に
よる記述テストを行う。
throwing techniques ④　test: skills 
and writing the names and key 
points of techniques in English and 
Japanese
10 回 固技①　袈裟固め　固めるために何が必
要か？
grappling techniques ①　Kesa-gatame  
What is necessary for grappling ?
11 回 固技②　上四方固め　固めるために何が
必要か？
grappling techniques②　Kami-shiho 
gatame  What is necessary for grappling?
12 回 固技③　横四方固め　固めるために何が
必要か？
grappling techniques③　Yoko-shiho 
gatame What is necessary for grappling?
13 回 固技④　固技の自由乱取、「形」として
の技能評価、技名と施技ポイントについ
て英語と日本語による記述テストを行
う。
grappling techniques ④　free practice 
and test: skills and writing the 
names and key points of techniques in 
English and Japanese
14 回 まとめ　英語と日本語によって「JUDO・
柔道」の特性についてまとめる。
（例えば、「一本」とは？「柔よく剛を制す」
とは？等をテーマとする。）
Summarize the traits of Judo using 
both English and Japanese.  Ex. “What 
is Ippon ?”, “What is Jyu-yoku Gou-
wo-Seisu ?”
テキスト (text)
随時配布
Reference materials will be handed out when 
necessary
参考書 (references)
講道館『和英対照・柔道用語小辞典』2000 年
（Kodokan New Japanese-English Dictionary of 
Judo ,2000.）
講道館監修、D.Matumoto『柔道－その心と基本』
本の友社 ,1996 年
（An Introduction to Kodokan Judo -History 
and Philosophy" Hon-no-Tomosha,1996，By 
D.Matsumoto, Supervised by The Kodokan Judo 
Institute.）
学生に対する評価 (evaluation)
参加態度点（60 点）、日本語による理解度（30 点）、
技能点（10 点）
Attitude and participation (60%), 
Understading the key concepts and vocabulary 
of Judo in Japanese (30%),  Judo skill(10%)
5. 注
注 1） さらに、今日では“Sport(s)manship”とい
う概念はもはや古く、“Sport(s)personship”
という概念へと移行していることを知る人
も少ないだろう（関根正美「スポーツパー
ソンシップとは何か」友添秀則編著『よく
わかるスポーツ倫理学』ミネルヴァ書房、
pp.34-47、2017）。
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注 2） 永木耕介「ヨーロッパにおける柔道普及と『柔
道世界連盟』構想」生誕 150 周年記念出版
委員会編『気概と行動の教育者・嘉納治五郎』
筑波大学出版会、pp.188-201、 2011．
注 3） 現行の指導要領における武道領域の例示は
「柔道」「剣道」「相撲」であり、全国の中学
校の 6 割以上が「柔道」を採用している。
なお、平成 29 年公示の新・指導要領（中学校）
では、公益財団法人・日本武道館内に置か
れている「日本武道協議会」による「武道
の定義」（平成 26 年制定）に因み、「柔道、
剣道、弓道、相撲、空手道、合気道、少林
寺拳法、なぎなた、銃剣道」の 9 種目が例
示された。
注 4） 敷衍すれば、グローバル・スポーツと捉え
られるものであっても、国や地域によるロー
カル性が必ずある。例えばサッカーでもヨー
ロッパと中南米ではスタイルが異なる。日
本と他の国とも同様に異なる。例えば日本
人が「サッカーへの理解を深める」ための
一つの方法として、言語活動を導入すると
すれば、英語だけでなくスペイン語やイタ
リア語その他を導入してみればどうか、と
いう面白い発想も出てくるであろう。
注 5） 嘉納は東京大学卒業後の 1882（明治 15）年
頃から、「講道館」「嘉納塾」「弘文館」とい
う私塾を設けていた。「嘉納塾」（1882 ？
-1919 年）については史料が少なく不明な点
が多いが、国際人養成を目的の一つに掲げ、
柔道をはじめ水泳等の身体鍛錬を重視して
いた。座学については、塾生各々が自作の
詩文や研究報告等を発表し語り合う場が設
けられていたという（まさに「言語活動」
の重視である）。外国語については「洋書の
翻訳」が課題の一つに挙げられていたが、
その他にどのような形で学習されていたの
か、詳細は分からない。一方、「弘文館」
（1882-1889 年）は語学の学習を中心として
おり、英文学も熱心に教えられていた様子
である（嘉納先生伝記編纂会『嘉納治五郎』
講道館、pp.69-70、pp.115-140、1964）。なお、
塾生の中には「講道館」「嘉納塾」「弘文館」
を行き来する者もいた。
注 6） 飯塚一陽『柔道を創った男たち－嘉納治五
郎と講道館の青春－』文藝春秋，p.28，1990
を参照。
注 7） 杉村陽一編『杉村陽太郎の追憶』（非売品）、
p.57、1940 を参照。 杉村が国際連盟事務次
長に就いたのは 1927 年 -1933 年の間である。
余談であるが、東京帝大柔道部で活躍し、
腕前も優れていた杉村（後に七段）は、若
い頃の試合で“空気投げ”で有名な三船久
蔵（後に十段）にも勝利している（同前、
pp.45-54）。
注 8） 例えば、ブリティッシュ・カウンシル、上
智大学・国際言語情報研究所「小学生に野
球を教える場面を利用した CLIL 教材の紹
介」や、伊藤耕作・二五義博「体育と英語
の教科横断型授業（CLIL 的授業）の試み－
サッカーの授業実践例を中心に－」（日本ス
ポーツ教育学会第 36 回大会発表抄録、
2016）等がみられる。
注 9） 笹島茂編『CLIL 新しい発想の授業－理科や
歴史を外国語で教える !?』三修社、2017（第
3 版）．
注 10） 宮崎里司『外国人力士はなぜ日本語がうま
いのか』SUMIDA 出版、2016（初出 2001）．
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